
★非線形問題研究会（NLP）
専門委員長 藤坂尚登 副委員長 安達雅春
幹事 和田昌浩・坪根 正 幹事補佐 麻原寛之・橘 俊宏

日時 9 月 14 日（水） 10：30～17：30
15 日（木） 10：00～15：45

会場 甲南大学（神戸市東灘区岡本 8-9-1．阪急岡本駅から徒歩 15 分または JR 摂津本山駅から徒歩 20 分．http://
www.konan-u.ac.jp/access/ TEL〔078〕435-2531 和田昌浩）
議題
14 日午前
1．リンク機構のカオスの統計力学的解析 ○明石望洋・宮崎修次（京大）
2．チルドのための平行リンクを持つクアッドローターの姿勢制御

○福田拓生・坂口聡範（阪大）・滝本 隆（北九州高専）・潮 俊光（阪大）
3．オレゴネータモデルにおけるパルス波のモデル推定と安定化制御

○勝俣久敏・羅 揚・小西啓治・原 尚之（阪府大）
14 日午後
4．非線形 ODE を用いた配電電圧分布の計算機シミュレーション

○薄 良彦（阪府大／JST）・白 成哲（京大）・太田 豊（東京都市大／JST）・引原隆士（京大）
5．多変数非線形時系列からのネットワーク構築

○中村知道（兵庫県立大）・谷澤俊弘（高知高専）・Michael Small（UWA）
6．非線形振動子展開によるインバータノイズの特徴抽出

○石山文彦・マハムド ファーハン・奧川雄一郎・高谷和宏（NTT）
7．ヒステリシスを有する区分線形 Duffing 方程式にみられる非線形現象

○美井野 優・上田哲史・川上 博（徳島大）
8．弛張発振器系の安定性の検討 ○栗原拓哉・神野健哉（日本工大）
9．粒子が複数解候補を生成する PSO における解探索能力の検討 ○種田景太・神野健哉（日本工大）
10．カオス写像の結合系におけるパターンダイナミクスを利用した認証システムの設計

○田中眞太郎・和田昌浩（甲南大）
11．〔特別招待講演〕 進化型多目的最適化の研究動向とこれからの課題 石渕久生（阪府大）
15 日午前
1．頂点数と辺数の制約下で代数的連結度が最大となる完全多部グラフに関する考察

○石井涼也・高橋規一（岡山大）
2．マルチエージェントネットワークにおける代数的連結度推定のための新しい分散的離散時間アルゴリズム

○遠藤拳人・高橋規一（岡山大）
3．指定頂点の媒介中心性を最小にする辺挿入位置の高速探索法 ○難波俊行・河野達生・高橋規一（岡山大）
4．適応度の再計算による評価関数の変動検出を必要としない複数カオス探索点による時変最適化問題の解追跡

○山仲芳和・坪根 正（長岡技科大）
15 日午後
5．離散時間区分回転系の呈するカオスの分岐と回路実装 ○疋田葉留・山仲芳和・坪根 正（長岡技科大）
6．2 つの状態の傾きと三角波ベース信号をもつスパイキングニューロンの回路実装 松岡祐介（米子高専）
7．区分線形分岐ニューロンモデルにおける超安定周期解の共存 ○高橋理沙・斎藤利通（法政大）
8．Pbest リセットを含む PSO とその動的最大電力点追従への応用 ○田中嶋孝祐・斎藤利通・明野龍介（法政大）
9．粒子群最適化による固定点検出法の太陽電池モデルにおける最大電力点探索への応用

○松下春奈（香川大）・黒川弘章（東京工科大）・高坂拓司（大分大）
10．二つの振動モードを有する粒子群最適化 ○中野秀洋・佐々木智志・宮内 新（東京都市大）
☆NLP 研究会今後の予定 〔 〕内発表申込締切日

10 月 27 日（木），28 日（金） 日立中研〔締切済〕テーマ：一般
12 月 中京大〔未定〕テーマ：一般

【発表申込先】 下記研究会発表申込システムからお申込み下さい．
http://www.ieice.org/jpn/ken/kenmoushikomi.html

【問合先】
和田昌浩（甲南大）

TEL & FAX〔078〕435-2531
E-mail：wada-m@konan-u.ac.jp


